
MASTER KEY プロジェクト
新規参加企業説明会を

開催しました。
2022/9/7 18:00～19:30 



参加企業数
参加人数

約30社、70名超の皆様にご参加いただきました。

（前年比 → 企業数 ＋10社、参加人数 ＋30名）

参加者の皆様におかれましては、
お忙しいところご参加いただき、
誠にありがとうございました！



ご挨拶

 MASTER KEYプロジェクトは、希少がんの効率的な治療開発を目
指した産学共同のプラットフォーム型臨床研究です。

 プロジェクト開始から5年が経過し、レジストリ登録は2800例
を超え、25の副試験（医師主導治験、企業治験）を実施中です。

 本日の説明会を通じて、プロジェクトのご理解を深めていただ
き、企業の皆様のご参加をお待ちしております。

（開会の挨拶より：
研究代表者 山本昇）



説明会の内容

当日は下記の内容で説明会を進行しました。

プロジェクト概要と進捗状況 大熊ひとみ（研究事務局）

血液がんレジストリについて 棟方理（研究事務局責任者）

医師主導治験の附随研究
谷田部恭【NCCH 病理診断科長】、
渡邊慶介【NCC 研究所腫瘍免疫研究分野】

MASTER KEY Asiaについて 大熊ひとみ（研究事務局）

新規参加の要件について 大熊ひとみ（研究事務局）

患者会より挨拶 眞島喜幸 様（理事長）、押田輝美 様（理事）
【一般社団法人日本希少がん患者会ネットワーク】

パネルディスカッション パネラー



パネルディス
カッション

今年度の新規参加企業説明会では、新しいコンテンツとして

パネルディスカッションを行いました。

トークテーマは…

「MASTER KEYプロジェクトの

プラットフォームを

どのように利活用されているか

～参加企業の事例より～」



パネルディス
カッション

以下の方々にパネラーとしてご参加いただきました。

中村健一(司会)
NCCH国際開発部門/臨床研究支援部

門 臨床研究支援責任者

大和隆志
エーザイ株式会社常務執行役

チーフサイエンティフィックオフィサー（兼）
日本・アジアメディカル担当（兼）

セーフティ担当

眞島喜幸 押田輝美
一般社団法人日本希少がん患者会ネットワーク

大熊ひとみ 棟方理
NCCH MASTER KEY プロジェクト研究事務局

谷田部恭 渡邊慶介
NCCH病理診断科長 NCC研究所腫瘍免疫研究分野



パネルディス
カッション

パネラーの方々に下記の話題について、活発に議論いただきました。

 MASTER KEY レジストリデータの利活用
 開発可能性検討のためのデータ利用、薬事申請データの補完

 個別面談を利用した開発戦略の相談

 MASTER KEY 副試験（企業治験、医師主導治験）の実施
 企業とアカデミアで連携した開発ターゲットの選定

 TRを活用した医師主導治験計画の立案と実施

 患者会での登録促進策、企業と患者との連携事例

 医師主導治験と並行した附随研究でバイオマーカー検討
 モダリティを活用した適応拡大のターゲット選定

 CDx開発へのサポート、がん免疫療法を通じた病態解明

 MASTER KEY プロジェクトの意義・魅力
 希少がんの医療ニーズに対して治療法開発意義が問われている中、

レジストリ登録数2800例超の大きな遺伝子情報のデータベースを有していること

 企業、アカデミア、患者会がワン ステークホルダーとなって創薬に取り組んでおり、

希少がんの治療薬開発の成功事例と言えること



パネルディス
カッション

それぞれのステークホルダーが一丸となり、

希少がんの治療薬開発を進めている

MASTER KEY プロジェクトの意義・魅力を

お伝えすることができました。



参加者の声
事後アンケートより

＜参加者の声＞

 MASTER KEY Projectを知る良い機会となった。

 企業との連携を具体例で説明いただけたので分かりやすかった。

 実例を含みながら詳細にご紹介頂き非常に参考になりました。

 MASTER KEYに付随する研究なども知ることができた。

説明会後、複数社から面談希望があり、個別面談を行いました。

8割以上の方に

「満足」と

ご回答いただきました！



最後に…

 「希少がんの患者数は少ない＝治療薬開発は難しい」ではなく、
プラットフォーム活用することでカバーし、治療薬開発を進め
たい。

 MASTER KEYのレジストリデータベースを更に大きくしていくこ
とで、トップランナーとして世界をリードしたい。

ご一緒に、希少がん治療薬開発のフロンティアとして

未来を切り拓いていきましょう！

（閉会の挨拶より：
研究事務局責任者 米盛勧）



最後に…

製薬企業の皆様へ
• MASTER KEYプロジェクトへのご参画をお待ちしております。

• 個別面談のご相談は随時可能です。事務局までお知らせください。

 MASTER KEY プロジェクトのホームページ

MASTER KEY プロジェクト (ncc.go.jp)

 問合せ先

国立がん研究センター中央病院 MASTER KEY プロジェクト事務局

E-mail：ncch1612_office@ml.res.ncc.go.jp

https://www.ncc.go.jp/jp/ncch/masterkeyproject/index.html
mailto:ncch1612_office@ml.res.ncc.go.jp
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